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　正の整数 n に対して，n = k+ 2lをみたすような 0以上の整数の組 (k; l)の個数を an とする．ま

た，n = p+ 2q+ 3rをみたすような 0以上の整数の組 (p; q; r)の個数を bn とする．

(1) an を n で表せ．

(2) n が 6の倍数のとき，bn を n で表せ．

N 整数問題というよりも数列の問題です．

(1) を具体的に書き出して考えてみよう．当然

ながら l から順番に数字を入れて調べていくで

しょう．

例えば n = 10のとき，

k+ 2l = 10となる lは，l = 0～5の 6個．

例えば n = 11のとき，

k+ 2l = 11 となる l は，n = 10 の場合と同じ

く，l = 0～5の 6個．

例えば n = 12のとき，

k+ 2l = 12となる lは，l = 0～6の 7個．

つまり，n が偶数か奇数かで状況が変わっている

ことに気づくと思います．

(2) は (1) の結果を利用します (ていうか，利

用することに気づくかどうか)．n は 6 の倍数と

いう指定があるので，例えば n = 12 とすると，

p+2q+3r = 12となる rは，l = 0～4の 5個で

あり，

r = 0のとき，p+2q = 12　Ã¡ (1)で n = 12

r = 1のとき，p+ 2q = 9　Ã¡ (1)で n = 9

r = 2のとき，p+ 2q = 6　Ã¡ (1)で n = 6

r = 3のとき，p+ 2q = 3　Ã¡ (1)で n = 3

r = 4のとき，p+ 2q = 0　Ã¡ (1)で n = 0

つまり，(1)の結果を使うことができますね．し

かし，(1)が n の偶奇で異なるため，注意が必要で

す．慎重に，落ち着いて
P

計算しましょう．

A
(1)

(i) n が偶数のとき
n = 2m (m ≧ 1)とおくと，2m = k+ 2lをみ

たす (k; l)の組は

(k; l) = (2m; 0)，(2m¡2; 1)，Ý，(2; m¡1)，(0; m)

のm+ 1組である．つまり

an = m+ 1 =
n
2
+ 1 =

n + 2
2

(ii) n が奇数のとき
n = 2m¡1 (m ≧ 1)とおくと，2m¡1 = k+2l

をみたす (k; l)の組は

(k; l) = (2m¡1; 0)，(2m¡3; 1)，Ý，(3; m¡2)，(1; m¡1)

のm組である．つまり

an = m =
n + 1
2

(i)(ii)より，

an = X n + 22 (n が偶数)

n + 1
2

(n が奇数)

(2) n = 6j (j ≧ 1)とおくと，

p+ 2r = 6j¡ 3r

したがって，

rが偶数のとき，6j¡ 3rは偶数，

rが奇数のとき，6j¡ 3rは奇数，

である．rは 0から 2jまでの 2j+ 1個なので，

(1)の結果より，

(i) r = 0; 2; 4; Ý，2jのとき

p+ 2r = 6j¡ 3r をみたす (k; l) の組の個数

は，
6j¡ 3r+ 2

2
個なので，総数は，

j
P

i=0

6j¡ 3(2i) + 2
2

=
j
P

i=0
(3j+ 1¡ 3i)

=(3j+ 1) +
j
P

i=1
(3j+ 1¡ 3i)

=(3j+ 1) + j(3j+ 1)¡ 3£
j(j+ 1)
2

=
3
2
j2 + 5

2
j+ 1 Ý1
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(ii) r = 1; 3; 5; Ý，2j¡ 1のとき

p+ 2r = 6j¡ 3r をみたす (k; l) の組の個数

は，
6j¡ 3r+ 1

2
個個なので，総数は，

したがって，求める解の組の総数は

j
P

i=1

6j¡ 3(2i¡ 1) + 1
2

=
j
P

i=1
(3j+ 2¡ 3i)

=j(3j+ 2)¡ 3£
j(j+ 1)
2

=
3
2
j2 +

j
2
Ý2

よって，解の組の総数は，1と 2を合わせたも

ので# 3
2
j2 + 5

2
j+ 1;+$ 3

2
j2 +

j
2
< = 3j2+3j+1　通り

j = n
6
を代入して

n2

12
+
n
2
+ 1　通り

■

Y もし，問題が「k+2l ≦ n」や「p+2q+3r ≦
n」のような不等式の形になっていれば，領域 (平面

または空間)内における格子点の個数を数え上げる

問題になります．


